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と
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。
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と
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-
:

... 

••
 

*
 

■
 

V
 

,
 

•
 

■
 
■
 

.
 

.
 

•
 

-
 

•
...
•
、
 

.
 
；
 

*

.

■

 
■
 

r
 

,
 

ベ
.
 

.
 

'

と
の
，書
の
屮
に
‘胚
胎
し
て
を
つ
た
の
\じ
あ
り
、
>

の
意
味
に
於
ぃ
ズ
は
ハ
本
拼
は
敎
授
の
學
的
生
海
の
航
路
を
決
A
的
に
方
肉
づ
け
た
^

、
言
a
#
.
,
る

か

ら

で

あ'る
o
.こ
の

こ.と
が

わ

，
れ

れ

：
れ

に

.少
し
'く
.此
處
で
停
止
す
る
雞
山
を
與
.へ、る
.で
ぁ
ら
3
>
. 

• 

.

. 

•

•
,本
«
に
現
れ
た
シ
ユ
ン
ぺ
|
ター

經
濟
學
.の
核
，と
も
い
ふ
べ
ぎ
映
像
は(

筒
眾
に
?!
'
へ
ば
、
次
の
机
き
も
の
で
；ぁ
る
。
經
濟
.

AJ

い
ふ
生
'.

_命
體
.に
は
、
&-
^ ,
的
な
.
.

「

猢
_」

.

.：：や
外

的

攪

亂

べ

：
：の

不

斷

.
£
,
 ̂

.

 

•ね
根
本
觅
象
が
裕
す
る
.
0
\
ぞ
れ
：は
_內
.か

ら

循

.璘

の

 

革
新
.し
て
ー
ゆ;̂
:

「

發
展」

：

の
現
象
に
他
な
ら
.

'
*
>
.
-
.

さ
ぅ
し
^
企

ー

業

於

の

新

機
_
'こ
'
.'%
が
^

-
 

.
:■
■-發

展

と

は.
、
.
.
：へ

法

づ

何

ょ

か
-^
#_

i
s

な

親

象

：
で

ぁ
•叙
、
.順

應
_
說

瑯

象.で
は

：
故̂

:.「

諸

栽

：の

周

圍

を
.見
給

へ'ヽ
.
.：さ
ラ
す
れ
.ば
_
莉
^

'

■.
.
'
'
.
«

物
が
.い
か
へ
に
が
;̂
.で

き

ぷ

を

見

.6
セ
.ぁ
：ら
$

に
。
'£
1
:敎
授
淫
叫
0
.
.
た
ぜ
、
.
.事
實
、
例
へ
ぼ
：宽
—

動
亭
、ン
飛
对
機
、
'一
ワ
ジ
ォ
ヽ
チ
.

'ゥ
ィ
シ
ガ
パ
等.
A.

わ
れ
^;
れ
取
H
常
接
す
ぶ
も
の
を
乘
ネ
た
り
次
第
數
へ
獻
げ
‘て.
み.
た
だ
対
で
も
\.
そ
め.
存
在
，の
說
明
を
嗜
好
變
化.

こ
に
_
す
：る
.坐
®

の
適
解
忙
セ
は
淹
';
<
、」

企
業
家
に
ょ〗

_

梁
_
數

:^
^
^
^

で
.ぁ
ら
ぅ
か
。..f

經
濟
に
'於
ける

：.

革
#
ほ
、
.：
：
新

欲

望

：僻

ま

：づ

^

^

.

SIMに
.

1的
。
に

瑰

れ'是
，
の
：
猶

勿

に
_
 

:

.

• 

* 

■ 

'  

‘ 

.

.

. 

- 

■ 

r
> 

• 

• 

'.
J-
' 

/ ./
■, 
■■ . 
/i.
; 

.

-

- 

' 

. 

.

(

へ

ぢ

為

.

¥
に
行
|

る
I

蓮

く

f

 

.
ヴ
は
生
產

の

側

^

お
る
あ
い
^

風
に
行
は
れ
眷
の
を
^
ね
と
す

.？

こ
れ
が
慣
行
の
軌
道

^
於
け
る
傭
環
の
^
了
と
新

^
態

め

成
^/
と

わ

二

i

.

<7
.
>
'
.
:
.
.

霞

ぁ

瘦

讀

、
着

:''
;

加̂

..へ七
^
決
^
て
—
猫

を

參

と

，
も

は

：出

.來

な
;^
ポ
 

.
-
 

.

.
'
.
'

於

け

る

微

分

的
^;
調
.の
：
馓

步

を.以
；
て.
:1
>
て
.は
達
.し
得
.る
^
い
.の
も
^
で

は
*
々「

:1
-
さ
：
に̂

や

ヵ

ー

ヴ

か

ら

新

し

‘
カ

;̂
)

ジ
.；
ャ
ゾ
'
 

_

.

.
,
.
.
:

プ
：に
.ょ
'つ
.：'て
..の
：み
形
容
左
暮
^
き
も
.'の
：と
冒
は
.ね
：ば
眾
ふ
_
 

:

,

:
:
:
?
:
.

'.
:':こ5
 

.

.

.

.

.

.

t
- 

: 

- 

: 

- 

- 

. 

: 

.
- 

, 

. 

, 

- 

:
>
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:
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■

『

•
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.
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 •

命
業
次
と
ォ
、
か
、
ろ
新
結
へ
：
：

(
N
e
u
e

 K
o
m
b
-
i
n
a
t
i
s
〕

も
し
く
は
浙
機
軸
Er
n
o
>
a
t
i

o-
n〕

の
遂
行
オ
に
ん
て
姑
め
丫
-授
对
ら
る
ベ



き
^
:电

飞

求

る

.>
1
霄
私
济
に
於
け
る
炎
、
.#
^

ワ
ル
ラ
ス
-の
い
わ
ゆ
る「

利
得
も
«
失
も
1>
な
い
企
業
家」

(

(1
>
1
1±2
:
^
3
4
8

§:
1
:
^
1
3

§1
:. 

ni 

s
l
f
i
s 

ni 

perts)

，と
は
、
そ
の
意
味
に
於
い
こ
、
眾
に「

箇
の
名
锨
矛
沿
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
<止
業
家
は
隅
々
ま
で
分
つ
て 

い
る
讓
の
巾
を
湖
流
と
兆
に
淡
ぐ
經
濟
處
の
ク
ィ
。フ
で
は
な
く
、
か
，つ
，て
W
み
ら
れ
ぬ
未
知
の
海
域
を
湖
流
に
逆
；

泳
ぐ
タ
ィ
ブ 

K
1)
し

;r
,V
:
:
K
?
(0
さ
，̂
し
^

し̂
い
消
費
1«
の
.剣
造
ヽ
«>
レ
い
生
產
方
法
.
'の導

-'
A
.、
藤
じ

...
い
市
場
へ
の
間
相
、

'
.新
^
ぃ
原
料
資
源
の
'̂
:
據
、
.
, 

*
し
ぃ
鈕
織
靡
f

形
成
、
；管

に

ょ

つ

て

の

^

彼
は
沾
動
の
糧
を
提
供
さ
れ
る
.孽

奮

：，

.

.み
';:
:

:

, 

:

さ
：て
.、

、か

逢
栽
職
能
.は
必

ず

し

義

本

主

義

社

會

に

，固

有

な

も

'の
^
は
：な
；い
。
へぞ
作

が

社#-
主
_
社

會
^
克

或

.ひ

ゅ

原

阶

社

會

.

.
： 

fc
さ
...
へ
存
抱
，す

每

も

ル

ふ
..こ
^
.は
敎
授
自
一
ら
が
何
同
が
明
言
し
て
い
み
と
こ
ろ
.で
.も
;̂
:
る
。
：

：

し
か
：
し

、
.
.そ
队

に

も

私

乂'は
ら
尹
、
何
と
ハ

.

'

.っ
て
：も
歲
歡

5

步
を
通
土
て
の
_學
.の
巍
^

:1
:
の̂
；企

業

家

沾_
が
^
 ̂

g

 

.

ポ

'に

枭

出

：
_
:
.ゅ
く

：運

顧

の

分

析
'奮

_
.
|
.
管

「i

歷

.
■

■
の

现

證

べ

• ；.

酸
恥
的)

線

韶

分

析

」

-
-
:
-
-

三
'十
年

昼

_
 

紡

力

を

潇

千

■
に
こ
.め
襄
授
办
最
大
傑
作

^
蕩

歡

i
』
.；

の

泚

敲

題

考

.
3-°
:だ
が
、
敎
歡
0
.い
：
ふ^'
業
家
沽
動
の
.

「

資
取
主
義
的i
形
態
と
は 

> 

:
'
1
.

體

何

を

指

，ず.の
.で
^
ら

-5
;
か
0
い
ま
、
■こ
.
の

點

の

现

解

に

资

す 

ノ
蓄
述
を
げ
し
鳥

^
出

-1
,
;て
み
：や
ぅ
;91

般

忙

資

本

書

を

論

■

一
け
石
契
■

、
パ

1と
間
，は
.れ

P:.

ま

 ̂

物

盼

■ 

坐
產
手
段
の
取
的
^
府
と
い
^
こ
と
に
-每
べ
て
フ
翦
ー1に
_

;«
が

あ

げ

：て:^
-
る

め

姑

、
.：

)

そ

れ

が

私

的

利_
の
追
及.を

泡

指
,1
.て

機

能

する 

..と
：い
ふ
：點

で

あ

る

。

■本
來(

資
本
油
義
と
..いふ
制
度
：は
齋
戰
尾
經
濟
的

^
鑄
邀
 ̂

い
：.

る
。
：
着

ご

..で

は

賞

も

罰 

も

す

ぺ
.て
が
：

の̂
丨

ス

を

以

，て

計
.算
さ
.胙
で
^.
_
法
：零

滿

^

钺

直

ち

に

儲

け

冬 

.へ
る
.沈
淪

-
の
廣
威
.は
も
こ
：'で
は
；落

赦

せ

ぬ.«
■速
ざ
を
坎
：

P

結

果

才

今

泰

,^
«
惑
ず
义
杧
^
分
尨
效
カ
を
發
#
中
：る
-.
0
.
.
こ
_
;の
成
功
ぉ
僥
'#
.す
名
可
能
性
奴
澈
カ
杷
驗
カ
に
企
_
家
に
_

:.
ン
だ
少
數
者
に
彼
^
の
努
カ
を
^:
.;
ふ
‘に
^-
す
々
ょ
；̂
以
^
の
賞
命
が
邮
_
が
授
け
ら
れ
る
.
9
'
:
$ 

資
本
主
義
社
會
に
於
い
て

'

.

.

, 

/ 

. 

. 

. 

. 

- 

• 

• 

»
- 

■ 

■ 

V
* 

• 

-■ 

•
• • . 

• • 
• r' -

■

.

 

- 

- 

. -
•
-

■-■ 

, 

- 

•

へ
' 
汰
、
企
業
家

.の
成
功

^

|
§
ど
.故
り

'-
>
.
'
_
利

(0
#6
:
念
往
ど
な
广
、

■■
■か
っ

.不

斷

，
の

變

轉

を

，
通

じ

.

.て
伸
長
す
：る
と
の

.社
會

T o
動

輪

と

：な

る

と

こ
 

'..ろ

の

も

の

な
.の

で

：
あ

.
る,'
0

し

か

し

^

が

ら

(

注

_
に
.膨

す

る
'匕

と

だ
_
.が〉

；
シ
.ュ

ン

ぺ

―

タ.丨

敎

.授

に

依

れ

ば
、
. ''私
的
財
産
と
私

^

^
潤
と 

>

ふ
契
歡
は

^

だ
資
本
主
義
ゎ
特
赞
を
表
現
し
盡
ず
レ
の
で
は

^

^
ぐ
ぞ
れ
ぢ
は

-い
’は
ぱ

^

.ぐ
れQ

.

み
で
充

t
條

件

た

：る

も

の

で

は

ル^ :
:
_眞
に
重
要
な

.
_じ
と
は
、
'
.ど
.
.れ
ら

.の
條
％

の

^

で
：也

業

家

(0
新
機
軸
が
い
が
な
る
形
で
.か
っ
い

.
—

.

.

.

. 

. 

- 

.

.

.

. 

,  

I 
/ 

' 

• 

、

• d, 

' 

圓

-

一

如

か

ハ

撕

鄭

わ.裕
5
ボ

_遂
行
さ
.れ
る
か
と
い
ふ
點
：に
ぁ
る
.め
：.で
.ぁ
り
、
そ
れ
を
特
徵
づ
&
る
、第
'
1ー.
1の：樊
機
信
用
創
出
の
.メ
ヵ
'
.ーーK
ム
こ 

ぞ
言
葉
の
眞
&
|
^
_
に
於
.げ
^
资
本
生
義
のM

j
r

■
ホ
著
名ecificp

で
；̂
る
、
ノ
ど
い
.ふ
め
；で
ぁ
る
。
■.
'■.

「

如
何
な
る
資
本
主
義
の
概
念 

-:
;

;i;
;
、
.こ
の
漱
ぎ
&
ル
の
ば
^
っ

七

位

括

.さ

れ

名

 
ー_
_連
か
典
.型
.的
激
赘
本
主
義
的
現
象
：を
含
ま
.ず
し
て
は
決
じ
ズ
滿
足
..では
.ぁ
り
得
な
い
。」

■
(

、< 

.さ

.う
し
，て

、
こ
又
^
信
用
创
叭
ぬ
盐
み
坩
す
；一ア：
ィ
|ピ
.ザ

ル

，
な

资

本

ま

義

的

激

»
と
W
:ふ
の
：が
敎
授
、に
於
い
て
は
と
り
.も
な
ほ
'さ

ず

景
氣
循 

:
_
'
:-
パ
#
と
ぃ
ふ
ぁ
.ゆ

特

微

的

：な

瑰

慶

:̂
;
他
.な
.ら
な
か
.っ
^

,.
-ン

リ

;/
v
;
:
:
p
':
:
.
\
:
:
-:
/
' 
.
へ
 

' 
.バ
ン

:-
-

、

' 

.

.

.

-:
,-
:
.̂:
;
.
.
>

「

景
氣
_
徵
。

の
. ：

霧

を

！

S

 

“こと

：

は赘本主代

.の
：.經
濟
.過
程
分
析
ず
事
こ

t

.

.

.
:
.
.
.
. 

■ 

. 

. 

, 

. 

, 

- 

. 

. 

' 

. 

. 

_
 

.

-

■•
■-
 

-
•
•

■•
-
.
-

■-
 

': 

' 

• 

■ 

. 

. 

- 

' 

. 

,■
■
 

• 

. 

-V

■'
 

f，;r
?
最

氣

麗

：こ
%
、
.
'M-
桃
腺
.の
や
う
に(

そ
れ

-/
C
け
I
切)

り

ま

し

て

取-®
ひ

得

るも
の
で
ば
.な
く
、
..
:心
臟
：の
鼓
動■

の

.:
^

う

に

そ

れ

が

相

っ

て
 

:
.
>■■
■:■ベ
い
.る
努

機
.體
ゎ
'

H

一
 

セ

^.
ト
W
泛
' 

.^.eue.

ttitt::nebs

a:
a
s
,:f
e
^
t
e.^
.琉
象

、.懷

絍

期

間«?
-
-
:
運

轉

期

間'の
^
.ィ
ミ
：
シ
グ
，

&.

交
It
:
-、■

ご
：れ
ら
の

：

も
.：の•に
^
礎
を
お
く
敎
授
の
極 

)

へ

^'
ズ
倘
性
的
表
景
氣
循
環
論

^
吖
夂
ゆ
は
：？

.れ
_

|經
衡
齋

 ̂

ノ
ミ
ヵ
誌
所
載

_ 

-1
最
氣
循
環
の
.說
明」

--
1〉：九
'ー
己
.苹
濰
濟
學
酃
集
所
»
.

「

景
霖
聽
办
睡
論

^

;
:::■
■'も
體
罙
化
•さ
れ
.た)

‘
.と
ふ
で
龙
人
る
に
は
ぁ
ま
り
_に
尨
大
な
構
築
物
.
ぁ
.り
べ
考
の
.檢

討

欣

別

の

_

會

ゅ

割

 

.

-
-■ 

, 

» 

- 

- 

' 

. 

-

.■ 

-
.
-
>
-
-
-
- 

*

ヌ
ー
ゼ
ス
，
• 

A 

•

シ1

ン
-ベ
ー

タ
I 

V
?
' 

こ

2|
.

、C 

jJf
.〕 

#



’
ョ

I

ゼ
ソ

• 

< •
シ
ユ
ン
‘ぺ
.丨
タ
丨

.

.

：
 

. 

,•
十

：ハ

C 

:

六〕

、

ょ
し
そ
れ
r;
, 

立̂
人
ら
ず
と
も
、
.农
の
引
用
は
さ
し
あ
太
り
わ
批
/

\
に
次
^
含
意
を
明
ら
か
に
す
る
に
兄
り
る
.で
あ
ら
ぅ
'。

本

.. 

主
|
|を
取
4^
ふ
こ
と
は
、
不
可
_
的
に
景
氣
循
環
と
站
び
'つ
い
た
變
#
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
扱
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
好
況
と
不
況
、
. 

富

び

、
と

悲

し

み

の

免

代

ブ

\
0こ
の
ク
ュ
ト
ル
ム
，
ゥ
ン
ト

•
ド
ゥ
ラ
'ン
ク
の
過
程
、
い
わ
ゆ
る
创

造

的

破

壞

(creative Destruction). 

の
過
程
を
通
じ
て
の
‘
、
資
木
ギ
；義
は
茴
ら
の
严
ン
デ
ン
を
沽
動
せ
し
め
.る
；し
と
が
/(
1
來
る
。 

，

.

.

.

.

-

ノ
 

... 

. 

. 
/■,■<

■ 

f 

.

.

. 

V 

-■ 

. 

ン
.-
• 

- 

•

:

フ
ぞ
^^
^-
義
は
本
吳
/̂
に
彩
が
^̂
變

^
の
-様
式

^
あ
り
^

し̂
ひ
あ
る
^
で
^

て̂
ハ
/決
し

^
定
常
的
で
は
な
い
^

な̂
ら
ず
、
K
RIV
^

常
的
た
り
得
ぬ
と
こ
6

の
も
の
で
あ
‘
0'
.̂
1〕

,
 

• 

、
. 

*

I

史
常
的
な
封

-^
生
義
乳
濟
は
な
ほ

.^
述
生
義
經
濟
で
あ
り
得
や
.ぅ
、し

->
定
常
的
な

¥|
:
會
主
義
經
.濟
も
な
ほ
社
會
主
«
經
濟
で
あ
り
得

やo

。
し
か
し
、
fe
常

的

な

资

本.+
:

義

經

濟

と

い

ふ

の

は

言

避

の

矛

M
rc
過
ぎ
な
い
の
で
あ(

る
I。.1 〕 

• 

'
 

:

- 

二

- 

- 

. 

-

.

-

-

-
'--
r

■ V.
.
V ■ 

■ 

■ 

-ぐ
-
.■
■'
., 

- 

: 

y 

- 

•.

-
-

.

-
パ
：
.
--
.
--
 

\ ■ ■ 

.

. 

. 

•.

-

-

.

..

- 

.
-
-

..

--

广
ir
!
1
vl
:
J
,
.
A
.
'
s
c
l
r
a
n
l
p
e
t

l(
t
)
r
, 

.Tileorie.'der. wlrtschaftiichen EHtwickhln

cfq
, 1912. 

課
、
' か
1!
|
(/
|
-知
郎
'
乜
叫
^

一
 

 ̂p 
迖
U
 

•
.、

：放
の
7-
|
1論』

一
 

i

:L
:
化〕 

. 

, 

, 

x
\ 

• 

- 

•
-

.

.

(

If
k
-2
y

w

c.r
m
p
e
.
t
e
r
.
,

 opvcit.-, S. 1
0
0
.
〔

級
#
、
..

」

<
K7r
.
K

〕

'.
-
v
 

-
 

, ■ 

.
 

. 

:
.
>
 

.
 

■
■.
.

(

ii
l

o

w

J
,

r

Schumpeter.; ：The Theory 

wconoBic Development, 

E
r

aqIish. E
d
i
t
i
o
n
〔

r
r
ao.
S
I
ahr
d bv

 R. Orrlel 

1934 

,

p«

w

.

y

,

 

> 

.
 

<

.

.

广
,r
f
,
i J. A. 

Schumpeter, 

Business Cycles, A

 Theoretical, Hisdorida—
andwtatistical Analysis 

o
f th 
の caditaHst

Process,: 

I
9
3̂>V 

■
 

,
 

.
.

.
:

 

V 

-
 

.
 

•
 

' 

-

• 

,
 

•. 

. 

, 

*
 

■
 

.... 

■
 

.
 

-
 

.
 

_

o

...Jv

>
•. 

sf-nL.Inpsrer? Capitalisip. iit The. Postwar .WQrl.Q, Postwar E.concnlic .problems, ■ edi.c€d bv:s. ..E. Halrris,

S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
,

 

B
u
s
m
e
s
^
o
y
a
e
s
,

-preface,:. 
p
,
:
v
,

.

.
广
：

.

(

li
i
i
s
v 企
業
家
の
.新
椴

軸
.は

.
rfe
.に
な
っ
て 

J

Q

n
 

b
u
n
c
h
)
、

「

波
を
な
し
て

」

0
1
1,句
3;7€
3〕

、
或
ひ
は

「

^

^

L̂'
x
'
i
Q
p
c
l
u
s
t
e
r
s
y

 

0 

は
|
ろ
0

 ̂

'

..

r
ff
l
c
l
 v

.
s
c
h
m
n
l
l
^
t
e
r
'w

n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
-
'
s
.

 

S36,. 

へ；
.：
.：'
.
,
./ 

.... 

...

(

ii
l
-10
:

〕

贺
尜
侦
川
的
な
忪
姙
則

li
i
j
9fa

c
t
o
r
-
d
s
i
n

crq
p
e
r
i
o
d

 

o
f
^
e
s
t
a
t
i
o
n
d

が
设
鉍
上
补
に
列
應
丨
、
戍

/i
i
咐
加
的
な
述
轉
烟

11
1
)

(
a
n
.

, 

- 

.

' 

. 

s
t
p
u
t
-
i
n
c
r
e
a
s
i
n

 
的 p

e
r
i
o
d

 o
f

 
ン o

p
e
r
a
t
i
o
n

vi
が
货
从
伋
沿
に

K
鹿
す

る 
o 
こ
れ
、し

の
JI
J

ri
f

i
K

っ
い
で
.は
ラ
ン
ゲ
參
!!
n

o O
s
c
a
r

 L
a
n
g
e
,

Fric 
卬，E

l
e
x
f
b
i
I
i
4
a
n
d

 E
m
p
l
c
y
m

ct-nt, 1944“ p. 

7

4

.'

‘

(

nl
-
:1.
1
.:

〕
s
o
t
r
a
m
p
e
t
e
r
.

 

C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
,

 

S
o
c
i
a
l
i
k
m

 

a
pp,D

e
m
o
c
r
a
c
y

 
r
p
. 

8
2
. 

\ 

,
(

if
l
iLS
w

S
c
h
u
m
p
e
t
e
r

 

c
a
p
i
t
a
K
s
m

 

in 

t
h
e

 

P
o
s
t
w
a
r

 

T
7
orld, 

p. 

"
U

T
.

'

.

.

.

. 

. 

.
-
.
.
- 

.

-

 

.

.

.

. 

.
V
-
.
>
.
. 

■ 

.

.

.

 ̂

t

,

、
，
、

.

.

ン

ぐ

ー

バ

' 

,

■
■
■,,
'
■■
.
-'
'
;■
' 

-

'

'
.■
'
-
•'

「

:
.
:
\ 

. 

''■
'
.■
 

. 

:
.
.
'

■.
.
;■
•

■

-‘
■- \ 
:,
.■.:
':;
;
■■
.
• 

. 

- 
.
.
.,

.

. 

-

: 

- 
-
■
 

■
■ 

- 

■ 

- 

I 

V... 

- 

' 

-

. 

、- 

- 

- 

■ 

▼ 

ニ
 

_ 

: 

- 

. 

.. . 

- 

.

-

 

. 

■

こ
の
や
ぅ
に
、
絕
え
ざ
る
^
新
を
通
じ
て
の
み
_
膜
す
る
資
木
主
義
は
や
が
て
肖
ら
の
中
か
ら
自
ら
を
崩
壞
せ
し
め
る
恶
囚
を
伞
：み
出
:-
.
.
.
I 

か

か

め

か

k
か

。
，

- 
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• 

、
，

H,n 
ノ
ミ
ッ
ク
•ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
一
办

疋
年
九
月
號
の
卷
頭
を
飾
っ
た
一
論
文「

資
本
主
義
の
不
安
^
P「

に
於
い
て
先
觸
れ
さ
れ
>
_ ノ 

か
っ『

景
氣
循
環
論』

後
半
の
躜
蒼
た
る
史
實
の
分
析
の
ぅ
ち
に
ぎ
を
點
滅
七
て
い
た
敎
授
の
ヴ
ィ
ジ
コ
ン
は
、
年
來
の
社
僉
學
的
造
^

;-
:
.

. 

(

ik
^
o 

,

,

を
經
緯
と
し
て
、
遂

r
最

後

の

作

品

f

資

本

主

灌

，
社
會
主
義

.
•域
主
主
義

』

の
中
に
、
か

、
る
命
題
を
織
り

m
す

に

至

っ

た

(

第

二

篇

..ン
 

「

.資
木
主
義
は
作

^
り
得
る
か

」
)

"

マ
ル
ク
ス
論
を
先
立
て
、
社
會
书
義
の
機
能
、

)]
'
«
]
:
會

主
義
と
鉍

±
主
詨
と
の
關
聯
、

.社

會

キ

：
義

仪

黨

.
：
.
，
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々
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を
後
に
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へ
る
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體
の
構
成
か
ら
い
へ
ば
、
木
篇
、の
占
、め
る
^'
位
は
勿
論1

小
部
分
允
る
に
過
ぎ
ぬ 

が
、
資
本
虫
義
に
つ
い
て
の
映
霞
を
加
味
し
，て
\
と
い
ふ
本
號
の
斕
集
方
，
に
は
此
の
命
題
の
取
扱
ひ
が
最
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さ
は
し
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考
へ
ら
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か
ら
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以
下
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少
い
紙
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を
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用
し
.て
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'
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桢

概
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迪

り

、

請

者

，へ
の
約
を
來
す
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資
木
主
義
の
機
能
の
遂
行
に
ぺ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
見
透
し
を
與
へ
る
、た
め
旭
常
、支
，持
さ
れ
て
い
る
见
解
は
ヽ
お
ほ
む
ね
.次

％

三
つ
，
の
_
.'
-. 

グ

ル

ー

プ'に
分
た
れ
る
、
と
ジ
コ
X

T

Iタ
ー
敎
授
は
言
つ
て
い
る
U
そ
の
第
一
は
資
本
主
義
の
-

H

ン
デ
ン
そ
の
も
の
に
、か
、
は
る
と
こ
';
. 

ろ
の
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
高
度
化
と
と
も
に
自
级
す
る
矢
規
猿
企
«
取

寒

.；て
_

_

_爭

：
の

黄

佘

時

代

を

脖

息

じ

^

獨

击

を

.

蔓
. 

廸
せ
し
め
^
そ
れ
が
產
出
量
の
‘制
限
、’
，價
格
.の
硬
直
件
、
投
下
資
本
の
灣
値
^

&
等
へ
の
—

砚
化
的
猫
狀
い
わ
ゆ
る
資
本
束
義
の
化
衣■ 

、的
形
態
を
张
み
、
ひ
い
て
ぱ
资
本
主
義
の
機
能
を
痳
鄉
さ
せ
る
、
と
#
お
見
解
か
ら
成
立
つ
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
資
本
'虫
義6

:.H;

ン
デ
：
 

ン
が
_1
|
;ま
ら
ぬ
た
め
の
燃
料
，に
か
、
は
る
と
こ
ろ
の
^
の
で
あ
り
ハ
，、»
本
由
義
ー
の
進

^

^

沐̂
人
ロ
へ
%
|̂
|
率
の
遞
減
■
>
.
_土
她
お
ょ
び
技
 ̂

橱
的
可
能
性
の
減
少
が
浙
投
資
、s
機
#
を
次
第
に
涸
脉
せ
し
め
有
效
需
要
を
；
兄
な
、ら
し
め
る
、と

， .

ぃ
.ふ
.い
わ
：ゆ\

k
則
^
滞
論
*Q

挺

.

) 

解
が
之
を
代
表
す
る
。
ll
^

^

Lは
資
木
主
_ H 

V

チ
ン
を
中
に
包
む
-社
會
的
環
境
的
闷
子
に
1
紙
'
:
\
.
は
％
^

で
'务 

あ
げ
ら
.
. 

れ
、
資
本
虫
義
過
程
が
や
が
て
そ
れ
肖
ら
に
逆
ら
ひ
そ
の
機
能
を
障
^
す
る
社
#
心
..理
^

^
度
:^
法

ま

ま

.^
ら

ぬ

:'
"
と
：|
ふ
論
|
|が
6|
1
ぐ
 

ち
之
に
當
る
。——

さ
ぅ
し
て
シ
ュ
ン』

へ
ー
ク
ー
敎
授
S

ら
の
採
擇
す

る

途
は
、
ま
さ
じ
ふ
企
美
豕
の
薪
機
滅
論
を
權
^'
'

一
ヽ
第
ニ
の
见
解
を
否
兒
し
央
り
、
第
三
の
そ
れ
を
詳
細
に
築
き
ぁ
げ
て
ゅ
く
と
こ
ろ
に

.

存
乜
て
‘

_

.

が
戈̂

^

淋
れ
：る
-°

.-
'
-.
.
;.

:

.
'最
初
.の
一
ー
っ
の
見
解
を
却
け
^
敎
授
の
往
論
を
迪
る
^
っ
げ

-̂
わ

れ

^

^

は

敎

授

ゐ

推 

‘て
い
る
か
に
今
犯
な
が
ら
驚
か
ざ
る
を
得
紅
い
。
す
べ

^
が
創
造
I

壊
と
い
十
ン
ノ
ン
ペ
1
タ
丨
的
货
を
通
じ
て
眺
め
ら
れ
て
い
る 

其
處
で
は
'
•、
例
へ
ば
獨
占
と
い
ル
や
>
な
現
象
も
全
く
相
異
る
光
り
の
下
1
立
現
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
於
の
與
件
の
枠
内
に
必
い
て
こ 

■そ
、
獨
占
は
純
然
た
る
褪
で
あ
り
、
軍
配
は
原
子
論
的
完
全
餞
爭
.に
あ

が

っ

太

か

も

，知

れ

^
い
が
、
ひ
と
た
び
资
卞
主
鶉
の
過
程
が
無
風 

肷
態
に
で
は
な
く
不
斷
の
探
風
の
狀
態
に
あ
る
と
と
が
* :
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
^

^

^

^

^
こ
そ
か
へ
0
て
_

止

的

た

る

ょ

り

も

む

し

ろ 

保
_

な
條
件
な
の
で
I
な
か
ら
ぅ
かo

ブ
レー

キ
■が
っ
い
て
い
れ
ば
こ
そ
自
動
車
は
安
ん
じ
て
ょ
り
速
く

;aれ
る
の
で
は
な
令
ら
ぅ 

か
。
か
く
し
て
、
，完
金
競
帶
妈
獨
占
の
功
罪
の
判
決
は
.
、oeters p

a
r
i
b
u
s

の
特
定
時
點
に
‘っ
い
て
で
は
な
く
、
做
去
か
ら
變
動
的
未
來 

に
座
る
%

パ̂
^

^
4|
^

^

に̂
っ
い
て
こ
そ
下
さ
る
^;
し
、
と
な
す
敎
授
の
主
張
は
、
す
.ぐ
れ
て
現
代
¥
4 :
經
濟
學
へ
の
ー
妣
判
た 

り
得
る
も
の
宏
ら
ぅ
。
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.
投
資
機
彘
湖
渴
說
5

い
で
も
1
!錄
で
あ
る
。
'ま
づ
人
ロ
增
加
率
が
減
少
し
た
か
ら
と
いp

て
、
.1
.
.
有
效
需
耍
が
必
■ず
減

退

す

る

と

は

.か 

ぎ
ら
鉍
い
。
現
に
他
の
交
代
的
需
要
を
增
加
す
る
た
め
^
こ
そ
產
兒
が

.1

.
I
J
限

さ

れ

る

、こ

と

す

ら

あ

り

得

る

'の
で
は
な
い
か
。
次
に
新
土
地
，
 

の
減
少
が
投
资
の
捌
け
'ロ
を
狹
陋
化
す
る
企
い
ふ
こ
と
も
無
條
件
に
は
肯
へ
ぬ
論
_
で
，あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
地
现
的
フ
卩

ン
テ
ィ
ア
が
一 

必
ず
經
濟
的
フa

シ
テ
ィ
T
を
*;
味
す
る
と
は
言
へ
，'な
い
か
ら
‘で
あ
る
。
最
後
に
優
秀
な
技
術
が
採
擇
し
盡
さ
れ
る
結
振
投
資
が
萎
縮
す 

る
と
い
ふ
論
碰
も
ま
れ
な

き

も

の
で
あ
るo

，
け

だ

し

技

撕

的

可

能

性

は

土

地

と

は

異

り

.uncharted 

i

亦
の
で
あ
り
、
‘殘
さ
れ
•

\-.-r
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,た
技
術
が
劣
惡
だ
と
い
，ふ
，必
然
蚀
は
存
祚
1
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
決
定
的
な
こ
と
被
、
.土
地
と
い
ひ
技
術
と
い
ひ
、.そ
‘れ
ら
は 

す
べ
て
發
展
の
た
め
の
受
败
的
，な
’條
，件
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
耷e

x
p
l
o
i
t

す
芯
生
體
こ
そ
企
率 1

で
あ
る
、
と
い
ふ
點
で
あ
る
。

.

.

.
さ
で
、
.
'か
V
;る
■
論
を
通

^
て
余
さ
れ
る
.-と
^
.ろ
は
\
’5
.ょ
.
.
^第̂
££
の
«
跑
的
見
解
'の
み
4
な
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